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広
島
の
い
つ
も
の
朝
の

光
景
。
友
だ
ち
や
同
僚
、
近

所
の
方
と
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
交
わ
す
話
題
は
大
体
、

天
気
の
こ
と
と
前
日
の
カ

ー
プ
の
試
合
結
果
で
す
が
、

最
近
は
さ
ら
に
も
う
一
つ
、

「
河
井
夫
妻
買
収
事
件
」
が

加
わ
り
ま
し
た
。
連
日
、
次

か
ら
次
へ
と
新
事
実
が
明

ら
か
と
な
り
、
前
代
未
聞
の

大
事
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

税
金
で
あ
る
政
党
助
成

金
が
原
資
と
も
言
わ
れ
て

お
り
、
広
島
県
下
の
首
長
、

県
議
、
市
町
議
員
ら
数
十
人

に
５
０
万
円
、
１
０
０
万
円

と
次
々
と
ば
ら
ま
か
れ
ま

し
た
。
河
井
夫
妻
の
即
刻
辞

職
、
安
倍
首
相
と
自
民
党
本

部
の
任
命
責
任
と
説
明
責

任
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
同

時
に
受
け
と
っ
た
議
員
ら

の
態
度
も
本
当
に
許
せ
な

い
。
中
に
は
「
違
法
な
お
金

と
わ
か
っ
て
い
た
」
「
す
べ

て
生
活
費
と
し
て
使
っ
た
」

と
語
る
議
員
も
い
た
と
の

報
道
に
、
読
ん
で
い
た
新
聞

を
叩
き
つ
け
ま
し
た
。 

先
日
も
広
島
市
西
区
天

満
町
の
商
店
街
を
軒
並
み

訪
問
し
ま
し
た
。
花
屋
の
店

長
さ
ん
は
「
歓
送
迎
シ
ー
ズ

ン
の
か
き
入
れ
時
に
コ
ロ

ナ
で
、
売
上
は
５
割
ど
こ
ろ

か
８
割
減
。
６
月
も
ジ
ュ
ー

ン
ブ
ラ
イ
ド
で
結
婚
式
が

た
く
さ
ん
あ
る
が
今
年
は

さ
っ
ぱ
り
で
本
当
に
き
つ

い
」
と
。
畳
屋
に
も
２
軒
伺

い
ま
し
た
が
「
た
だ
で
さ
え

売
れ
な
く
な
っ
て
い
た
と

こ
ろ
に
コ
ロ
ナ
で
も
う
お

手
上
げ
状
態
」
と
口
を
そ
ろ

え
て
語
り
ま
す
。
商
店
の
あ

ち
こ
ち
か
ら
「
雇
用
調
整
助

成
金
を
申
請
し
て
い
る
が

な
か
な
か
入
金
さ
れ
な
い
」

「
一
人
１
０
万
円
も
い
ま

だ
に
届
か
な
い
」
「
家
賃
支

援
の
申
請
は
ま
だ
始
ま
ら

な
い
の
か
」
と
怨
嗟
の
声
が

あ
が
り
ま
す
。 

こ
の
声
、
こ
の
実
態
が
あ

な
た
た
ち
に
は
聞
こ
え
な

い
の
か
。
な
ぜ
聞
こ
う
と
し

な
い
の
か
。
「
克
行
氏
の
顔

に
泥
を
塗
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
話
す
議
員
ま
で
い
た

と
言
い
ま
す
。
ウ
ソ
を
つ

き
、
困
っ
て
い
る
人
た
ち
に

寄
り
添
え
な
い
人
間
に
、
議

員
の
資
格
な
ど
毛
頭
あ
り

ま
せ
ん
。
現
金
を
受
領
し
た

議
員
も
全
員
即
刻
辞
職
を
。 

同
時
に
「
政
治
家
一
般
」

の
話
で
は
決
し
て
あ
り
ま

せ
ん
。
自
民
党
が
お
こ
な
っ

た
買
収
行
為
で
あ
り
、
日
本

共
産
党
は
金
権
政
治
根
絶

へ
一
貫
し
て
た
た
か
っ
て

き
た
政
党
だ
と
い
う
こ
と

も
こ
の
機
に
思
い
き
っ
て

広
げ
ね
ば
。
「
こ
の
ま
ま
の

政
治
で
は
い
け
な
い
」
と
声

を
上
げ
る
市
民
と
と
も
に
。 

（
６
月
２
８
日
記
） 

 

原
田
議
員―
高
齢
者
が

交
流
等
で
き
る
通
い
の
場

の
現
状
と
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

通
い
の
場
に
出
ら
れ
な
い

高
齢
者
の
支
援
体
制
は
。 

 

健
康
福
祉
部
長―

各
地

域
で
運
営
さ
れ
て
い
る
ミ

ニ
サ
ロ
ン
が
７
７
ヵ
所
、
交

流
セ
ン
タ
ー
単
位
で
ミ
ニ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
２
２
ヵ

所
、
認
知
症
カ
フ
ェ
は
社
会

福
祉
法
人
が
３
ヵ
所
で
実

施
。
課
題
と
な
っ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
担
い
手
を

育
成
し
て
い
く
。 

 

健
康
福
祉
部
次
長―

現

状
の
支
援
体
制
に
加
え
、
令

和
２
年
度
か
ら
は
高
齢
者

等
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
整
備
し
、
認
知
症
高
齢
者

等
を
見
守
る
体
制
づ
く
り

を
す
す
め
て
い
く
。（
「
原
田

き
よ
子
の
議
会
だ
よ
り
」
よ

り
） 

 

上
代
議
員
は
、
国
保
の
基

金
が
令
和
元
年
９
月
時
点

で
約
４
億
１
１
０
０
万
円

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
県
に

は
財
政
調
整
基
金
が
新
設
さ

れ
て
い
る
。
市
が
基
金
を
過

大
に
積
み
立
て
る
必
要
は
な

い
の
で
は
な
い
か
」「
５
千
万

円
あ
れ
ば
１
世
帯
１
万
円
の

引
き
下
げ
が
で
き
る
。
基
金

の
一
部
を
取
り
崩
し
て
保
険

料
引
き
下
げ
る
べ
き
だ
」
と

質
問
し
ま
し
た
。 

 

市
民
環
境
部
長
は
「
基
金

は
将
来
的
な
（
県
内
の
保
険

料
）
統
一
の
際
、
激
変
緩
和

を
目
的
に
積
み
立
て
て
い
る

大
切
な
財
源
。
課
題
と
い
う

認
識
は
持
っ
て
い
な
い
」「
基

金
を
活
用
し
た
保
険
料
引
き

下
げ
の
判
断
は
、
被
保
険
者

の
所
得
が
確
定
し
た
時
点
で

検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。
（
「
上
代
か
ず
み
の
議
会

報
告
」
よ
り
） 

1. 医療、介護、福祉の現場の安心と安全を確保するため

に、従事者と入院患者・入所者に検査を積極的に実施

できるよう体制を整えること。 
 
2. 地域の医療体制を守るために、コロナ患者を受け入れ

る病院の減収・負担増に対する補償、病床の確保や宿

泊療養施設の借り上げを行うこと。また、通常の医療

を担う診療所・病院に対しても減収補償を行うこと。 
 
3. 介護事業者や障がい者施設、保育所などの福祉施設に

対し、利用の「自粛」等による減収分を補えるよう財

政支援を講じること。 
 
4. 県独自の給付金制度の創設や新型コロナ感染症対策

を講じる事業者への補助制度を拡充するなど、中小企

業、農林水産業者、小規模事業者の経営を守るための

予算を抜本的に拡充すること。 
 
5. 消費税減税は、コロナ危機で痛めつけられている家計

を助け、低所得者や小規模事業者への大きな支援とな

る。消費税を５％に減税し、免税事業者の売上基準を

年間３０００万円へ戻すこと。 

6. 緊急事態宣言期間中も社会生活基盤を支える役割を

果たしてきた保育所、児童クラブ、児童養護施設など、

子どもに関わる施設について、感染対策をすすめるた

めにも、職員加配と処遇の改善を行うこと。 
 
7. 令和３年から実施予定とされている少人数学級編制

の見直しは中止し、２０人程度の授業が可能となるよ

う、さらなる推進を図ること。 

６月３０日、県に対して行った「新型コロナ感染抑止と経済・社会活動の再開を一体にすすめる

ための申し入れ」の要望項目を紹介します。 

（申し入れる党県議団、松江、出雲の両市議、市議予定候補） 

森
川
議
員―

再
開
し
た
小

中
学
校
で
は
感
染
予
防
の
た

め
、
教
職
員
の
仕
事
と
し
て

教
室
等
の
消
毒
作
業
が
加
わ

っ
た
。
現
場
は
３
密
回
避
と

授
業
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た

め
多
忙
と
な
っ
て
い
る
。
負

担
軽
減
の
た
め
、
消
毒
作
業

を
業
者
に
委
託
す
べ
き
で
は

な
い
か
。 

 

学
校
教
育
課
長―

専
門
業

者
へ
の
委
託
や
臨
時
ス
タ
ッ

フ
の
雇
用
な
ど
新
た
な
対
策

を
検
討
し
て
い
る
。
（
「
ご
う

つ
民
報
」
よ
り
） 


